
 

  

『高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律』第１２条に関する届出書

について 

 

（１） 対象駐車場 

駐車場法第 12条の規定による届出をしなければならない路外駐車場（建築物又は建築物特

定施設を除く）であって、車いす使用者が乗用する自動車を駐車することができる部分（以

下『車いす使用者用駐車スペース』という）を 1台以上設置する必要があります。 

ただし、自動二輪車(側車付きのものを除く）の専用駐車場については、対象となりません。 

 

（２） 設置基準 

ａ）車いす使用者用駐車スペース 

① 幅 3.5ｍ×奥行き 5.0ｍ以上のスペースとすること 

② 駐車施設がわかるよう、床面及び立面に国際シンボルマークを表示すること 

③ 道又は公園、広場その他の空地までの経路（ｂ参照）の長さをできるだけ短くなる位

置に設けること 

 

ｂ）移動等円滑化経路 

車いす使用者用駐車スペースから、道又は公園、広場その他の空地までの経路のうち、

１以上を高齢者、障害者等が円滑に利用できる経路（以下「移動等円滑化経路」という）

にしなければならない。 

   ①移動等円滑化経路上に段を設けないこと。ただし、傾斜路を併設する場合は、この限

りでない。 

   ②移動等円滑化経路を構成する出入口の幅は、80cm 以上とすること。 

   ③移動等円滑化経路を構成する通路は、 

イ）幅は、120cm 以上とすること。 

ロ）50ｍ以内ごとに車いすの転回に支障がない場所を設けること。 

   ④移動等円滑化経路を構成する傾斜路（段に代わり又はこれに併設するものに限る）は、 

     イ）幅は、段に代わるものにあっては、120cm 以上、段に併設するものにあっては、

90cm 以上とすること。 

     ロ）勾配は、12 分の１を超えないこと。ただし、高さが 16cm 以下のものにあって

は 8分の１を超えないこと。 

ハ）高さが75cmを超えるもの（勾配が20分の１を超えるものに限る）にあっては、 

高さ 75cm 以内ごとに踏幅が 150cm 以上の踊場を設けること。 

     二）勾配が 12 分の１を超え、又は高さが 16cm を超え、かつ、勾配が 20 分の１を

超える傾斜がある部分には、手すりを設けること。 

 

ｃ）特殊装置を用いる場合 

国土交通大臣がその特殊装置が上記ａｂの基準による構造又は設備と同等以上の効力が

あると認めた場合においては、上記ａｂの基準は適用しない。 

 

（３） 手続きの流れ 

   駐車場法第 12 条の設置（変更）届の提出時に届出してください。 

 

（４） 必要書類 

駐車場法第 12条の設置（変更）届書に別紙２の届出書を添付してください。 



 

  

第 2 号様式（施行規則第 7 条第 2 項関係） 

 

 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第 12 条第 1項ただし書きに基づ

く、路外駐車場設置（変更）届出書に添付する書類 
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備 考 

 一 路外駐車場変更届出書に添付する書面にあっては、変更しようとする事項を朱書すること。 

 二 「特殊の装置」イ欄においては、特殊の装置を用いるか否かに応じて、「有」又は「無」の

いずれかを記載すること。 

 三 「特殊の装置」ロ欄の「認定の番号」欄においては、用いる特殊の装置に係る移動等円滑

化のために必要な特定路外駐車場の構造及び設備に関する基準を定める省令（平成 18年国

土交通省令第 112 号）第 4条の規定による認定の番号を記載すること。 

 四 「特殊の装置」ロ欄の「特殊の装置の名称等」欄においては、用いる特殊の装置の名称（商

品名）、製造者名を記載すること。 

 

 

別紙２ 


